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Pious Papillorraで C.S.F.の Overpioducticnによ
るC0mmunicatinghydrocephalusを来す事は Bucy,


















































































































































































いて，受傷時意識噂害なし 12日間の lucidinterval 
の後に，意識量聖書と片麻簿が急速に現われ，時間の経
過と共に進行的に増悪して行ったこと，また，一般状
態が重篤であるにも拘らず入院時まで無熱に経過して
いたことから，はじめ外傷性頭蓋内出血，とくに亜急
性硬膜下血匿を疑ってき士急調頭術を行い，それが外傷
性脳膿疹であって，膿傷の切開排膿後ドレナージ法に
より治癒した症例を経験 したのでこれを報告すると共
に，脳膿蕩と発熱，脳膿疹手術々式の検討p 手術成績
と手術前の意識状態との関係、等に就いて，文献的考察
を加えた．
質問 青柳教授
起炎菌はプドー涼商でしたか，
質問 木村助教授
Hema tomか infizirenしたのですか．
答 市立字和島荊院外科山本車城
a〕 青柳教授に対する答：
